
V 員類以外の底生生物

1.調査方法

底生生物の採集はエクマンパージ探泥器 (15X15cm)を用い、各地点でそれぞれ

1回のサンプリングを行つ色。採集した採泥器内の内容物は、船上で、あるいは帰場

後定吉ち|こ網目1mmの13¥るい|こかけ、ふるい上|こ残つ芝生物を取り出し、 10%ホルマ

リン溶液で固定し保存し走。後日、種類別|こ個体数および総重量を測定し定。

工クマンパージ採泥器で同時 I~採集されだ貝類|之ついても、 70% アルコール溶液で

保寄し、同様の測定を行つ走。

2.調査結果

各基点|こおける地点別(深度別)の底生生物の種類、採集個体数、探集総重量は

一括して付表8巴示し足。ま左同時|こ採集され定員類もあわせて示した。貝類以外

の底生生物は種名まで明らか|こできなかっ左ので、ユスリ力類・ミミズ類・ヒル類

のよう|こおおまかな分類|之とどめだ。

全地点を総括し定種類別、深度別採集密度を表 112示しを。表中の数値は各調査

地点、の平均値で、 1m2当左りの換算値である。

表1 種類別、深度別採集密度(総括表)

重量単位 :m g /m2 

二ぷど
1 m 2m 3m 4m 5m 7m 

個数重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

力ゲロウ類 。。。。3 58 。。。。 64 

トピケラ類 3 5 。。。。 50 。。
ユスリ力類 91 216 87 218 87 524 182 521 97 173 56 80 

スジ工ピ 。。 26 5 569 。。。。。。
ヨコ工ピ類 2 3 2 3 o. 2 。。。。。。
ミミズ類 31 126 66 248 134 1126 133 515 252 1231 225 1484 

ヒル類 7 13 17 23 4 8 4 83 2 6 。。
言十 132 361 173 523 234 2285 319 1119 352 1460 282 1628 

採集個体数密度および採集重量密度の高かったのは、 1969年(昭和44年)の調査

結果と同様!こユスリ力類とミミズ類であっ定。採集密度の深度別個体数の平均値は、

図 1 のとおり 1969年|こ出べて 1~3m の地点、で大幅|こ減少しだ。ま芝、採集密度の深度

別重量の平均値は、図 2 のとおり 1~2m の地点で減少してい定。芯お、 3m地点で個

体数万減つ左の!こ重量11i自え疋のは大型のユスリ力類ガ多かった左めで、逆!こ5mの

地点で個体数が増えだの|こ重量が減つだのは、小型のユスリ力が多かっ吉宮めである。

-35-



〉
樹
悔
園
町
磁

{
圃

E
¥援
母
恩
)
制
樹
園
庸
雄

深度別採集密度(重量)の霊化

ユスリ力類の探集密度(個体数)は、 3m以深の地点で減少し、ミミズ類の採集密

度(個体数)Ict5m地点を除き減少していた。特!こ1m地点の減少が著しく、 2"'4m

地点出大幅!こ減少してい左(図 3、図 4)。ユスリ力類ガ生活史の一時期を水底で過

ごすの巴対し、イトミミズ類Ict生息・繁殖を水底で繰り返すため、水位の変動や底質

環境の変イじの影響を受けて減少し定ものと考えられだ。

図2の愛イじ深度別採集密度(個体数)図1
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ミミズ類の採集密度(個体数)

の霊化

図4ユスリ力類の採集密度(個体数)

の蛮化
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表2は1969年(昭和44年)の調査結果報告書と同様の計算巴より、調査地点ごと

の採集密度(重量) 1，こ地図から読み取っ左該当面積を乗じて、おおまかc底生生物の
現存量を推定し定ものである。1969年の推定現事量とあわせて示し色。

表2 底生生物地域別、深度別推定現存量

(湖東部) 単位:kg 
O~lm 1~2m 2~3m 3~4m 4~5m 5~7m 

毘虫類

1969年 145 2.974 288 581 !~!~~，~灘高 1. 968 
1995年 154 275 216 948 議器産 1. 141 

甲殻類

1969年 7 59 470 27 1.323 121 
1995年 29 5 2.436 。 。 。

環形動物

1969年 2. 632 2.746 4. 159 ~:i!:!随意 7.535 5議E護憲農
1995年 175 868 2.288 議選議議 4.411 襲撃事量援護

計

1969年 2. 784 5. 779 4.917 10.246 20.221 59.809 
1995年 357 1. 147 4. 940 3. 120 4. 905 25.646 

(湖南部) 単位:kg 
O~lm 1~2m 2~3m 3~4m 4~5m 5~7m 

毘虫類

1969年 2. 782 559 襲撃i護繍 3護i義;!!話 ま選言語表題 2.330 
1995年 37 200 聖護費 謀議室掛 霊長到底草 。

甲殻類

1969年 1.962 1.020 。 。 。 。
1995年 。 445 666 。 。 。

環形動物

1969年 ~~:達護霊 告4警E事 !j!:~:~ 豪華言 3議i翼線 機襲撃襲 器産綴

1995年 ~，~ 証機 常識襲警d 期i:~:事閣議 !i:;!通機 aa霊
言十

1969年 14. 506 7. 349 23. 080 36.394 77. 362 9.677 
1995年 96 1. 103 3. 050 13.490 2. 549 2.712 

(湖西部) 単位:kg 
O~lm 1~2m 2~3m 3~4m 4~5m 5~7m 

毘虫類

1969年 32 138 240 52 45 102 
1995年 257 1.285 609 324 259 365 

甲殻類

1969年 109 30 956 。 。 。
1995年 。 。 30 。 。 。

環形動物

1969年 1.306 4.494 5.747 1.073 802 1.634 
1995年 115 3.315 1.539 483 1.647 3.527 

言十

1969年 1.306 4.494 5.747 1.073 802 1.634 
1995年 372 4. 600 2. 178 807 1.906 5. 798 
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(湖北部) 単位:kg 

O......lm 1......2m 2......3m 3"'4m 4......5m 5......7m 
毘虫類

1969年 103 188 209 858 190 101 
1995年 214 269 1.002 148 380 136 

甲殻類

1969年 275 37 。 28 。 31 
1995年 。 。 。 。 。 。

環形動物

1969年 252 1. 717 2. 268 961 707 1. 156 
1995年 3 70 1.440 165 1.355 1.696 

計

1969年 630 1. 942 2.477 1.847 897 1.288 
1995年 217 339 2.442 313 1. 735 1.832 

(全地域合計) 単位:kg 

O"'lm 1......2m 2......3m 3"'4m 4"'5m 5"'7m 
毘虫類

1969年 3.062 3.859 12.079 19.941 32. 168 4.501 
1995年 662 2.029 2. 807 3.960 2. 193 1.642 

甲殻類

1969年 2.353 1. 146 1.427 55 1.323 152 
1995年 29 450 3. 132 。 。 。

環形動物

1969年 13.952 14. 727 23. 911 29.616 65. 836 67.857 
1995年 352 4. 711 6.671 13.770 6. 709 28.468 

言十

1969年 19. 367 19.732 37.417 49.612 99. 327 72.510 
1995年 1. 043 7. 190 12. 610 17. 730 8. 902 30. 110 

舎回の調査で沿岸帯の底生生物全体(貝類を除く)の推定現寄量は、 77.6トンで

あり、 1969年の298.0トンlこ出べて大幅な減少となっ走。

表2の地域別、深度別推定現容量で、 5トン以上の減少を示し定(網掛け部)のは、

湖東部では4，...，，5mの昆虫類および3，...，，4mと5.....，7mの環形動物、ま左湖南部では2.....，3

m、3.....，4m、4"""5mの昆虫類とOmから7mまでのすべての環形動物であっ走。

種類別では、図 5のとおり、ミミズ類の減少が著しく、次いでユスリ力類であっ

走。ミミズ類もユスリ力類も魚類の餌となる底生生物であり、琵琶湖沿岸帯の生産力

の低下が示唆されだ。
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鴎5員類以外の底生生物推定現惇譲治愛信
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